
拠点病院が未整備の状況が継続すると、緩和ケアの普及や地域連携クリティカルパスの  

整備等にも支障を生じかねない。  

○ これまで放射線治療を行う病院のなかった同圏域で、今回推薦する市立西脇病院が11   

月1日より放射線治療を開始することとなり、放射線治療を含む集学的治療の提供が可   

能となった。  

○ 市立西脇病院のがん入院患者数は、平成17年384名であったものが、平成18年は574   

名と増えており、放射線治療の開始及び地域の医療機関との連携強化により、今後も大   

幅な患者の増加が見込まれる。  

（3）丹波圏域  

丹波圏域では、必須指定要件を具備している「兵庫県立柏原病院」を推薦します。   

丹波圏域は、本県の中東部に位置しており、本県の総面積の約10％を占めています。日  

本列島のほぼ中央に位置しており、中間的な気候（年平均気温約15度、年平均降水量約  

1，700mm）を示しています。   

丹波圏域において、年間新入院がん患者数が1，200人を超える病院はありませんが、以  

下の理由からがん診療連携拠点病院の整備が必要な圏域であると考えます。  

○ 本県のがん診療連携拠点病院は瀬戸内海沿岸に集中しており、中間山村部においても   

拠点病院を整備すべきであると「ひょうご対がん戦略会議」や県議会、がん患者会から   

強く求められている。  

○ 丹波圏域では約70％の県民が同圏域でがん治療を受けているので、当該圏域の身近な   

医療機関で質の高いがん医療提供体制を構築する必要がある。  

また、他の圏域の拠点病院と丹波圏域の病院・診療所との連携が希薄であるため、拠   

点病院が未整備の状況が継続すると、緩和ケアの普及や地域連携クリティカルパスの整   

備等にも支障を生じかねない。  

○ 丹波圏域のがん死亡率は287．8（平成】7年）と全県値263．8（平成17年）を大幅に上   

回っている。「がん対策推進基本計画」の「全体目標」である「今後10年間で75歳未満   

の年齢調整死亡率の20％減少」や、「兵庫県がん対策推進計画」の「全体目標」に掲げ   

る予定の「平成17年を基準に75歳未満のがん死亡者を平成24年に900人減少」を達成   

するた捌こは、拠点病院を整備して、死亡率低減効果の高いがん医療水準の均てん化を   

図る必要がある。  

○ 県立柏原病院のがん入院患者数は、平成17年418名であったものが、平成18年は493   

名と増大している。同院は「がん診療推進委貞会」を設置して、同院全体でがん診療の   

充実に努めており、今後も、地域の医療機関との連携強化を通じて、大幅な患者の増加   

が見込まれる。  
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4 本県におけるがん診療連携拠点病院を中核としたがん医療水準の向上（均てん化）について   

今回推薦している3病院を含めた本県の「がん診療連携拠点病院」の地理的分布と全県的  

な特徴を有する病院は下図のとおりとなります。  
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推薦意見書の添付資料（兵庫県）  

「兵庫県がん対策推進計画」に記載される事項（予定を含む）について  

（1）兵庫県のがん医療提供体制  

（2）兵庫県がん対策推進計画（案）におけるがん診療連携拠点病院の役割  

①協議会における検討など有識者・患者団体等を含む検討の有無（推薦意見   
書2ページに記載済）  

・「「ひようご対がん戦略会議」（有識者、関係団体、がん患者団体等で構成）  
の議論、空白圏域を解消すべきといった県議会やがん患者会からの意見  

を踏まえ」と明記。  

・（楠足説明）11月21日に開催した「がん患者会団体等連絡会」（県内のがん  

患者らでつくる12団体の集まり）に対する計画案の説明会においても、本県  
拠点病院の整備方針に関する賛同を得ている。  

整備方針の  

（例えば、（D協議会にお  
ける検討など有識者・患  

者団体等を含む検討の  
有無②現地調査や病  
院関係者からのヒアリン  

グの有無 ③国の整備  
方針を上回る選定基準  
の有無④当該整備方  
針の次の見直し時期）を  

簡潔に記載すること  

②現地調査や病院関係者からのヒアリングの有無（推薦意見書4～5ページに   
記載済）  

・拠点病院の空白圏域に関して、平成16年に本県が実施した医療需給調査  
結果を明記。（「北播磨」「丹波」圏域で約70％の県民が同圏域でがん治療  
を受けている）  

・また、今回の推薦にあたり、該当病院に綿密なヒアリングを実施した。  

③国の整備方針を上回る選定基準の有無   

・集学的治療の推進や、手術療法と比較して不足している放射線治療医の  
育成等を図る観点から、放射線治療を実施している病院を推薦。  

④当該整備方針の次の見直し時期   

・次回の更新時期までに見直しを行う予定。  
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現状   目標  
の協力を得て実施しよう  
と考えている「事項」を   

記載し、事項ごとに現  
状、目標を記載すること   

がん診療連携拠点病院と県立粒子線医療センターの  1拠点病院  13拠点病院   間の紹介システム・経過観察シテムの確立を図る 

そ。  

集学的治療を推進するため、すべてのがん診療連携   

拠点病院に学会等が認定する専門医を複数配置す  
3拠点病院  －13拠点病院      る。（日本放射線腫瘍学会認定医、日本臨床腫瘍学会  

薬物療法専門医、又は日本がん治療認定機構認定医  

のうち2名以上）  

全ての拠点病院において、5年以内に、各圏域でがん   

0拠点病院  13拠点病院   診療に携わる医師に対する研修会を開催する。（厚生   労働省から提示予定のある緩和ケア研修プログラムに  

準じた2日間コース 40人×年6回×10圏域×5年間）  

がん診療連携拠点病院の緩和ケアチームによる地域  0拠点病院  13拠点病院   の医療機関に対する出張指導を実施する 

。  

在宅においても適切な緩和ケアを受けることができるよ   

3拠点病院  13拠点病院   う、専門的な緩和ケアを提供できる外来をがん診療連  
携拠点病院に設置していく。  

先端医療センターなどと兵庫県立がんセンターをはじ   

1拠点病院  13拠点痛院   めとするがん診療連携拠点病院が連携して、高度医  
療ネットワークの形成を図る。  

拠点病院毎にセカンドオピニオンに対応できるがん腫   

を整理して、相談支援センターで共有する。  
0拠点病院  13拠点病院  

相談支援センターの運営に関する情報交換や成功事   
0拠点病院  13拠点病院   例の共有などを通じて、がん患者や家族の立場に立っ  
た相談対応を図る。  

兵庫県がん診療連携協議会主（共）催で県民向けの   

公開セミナー等を開催し、がん患者や家族等に最新  0回   年3回程度  

のがん情報の提供を行う。  
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放射線治療・化学療法治療及び日本がん治療認定医桜構における専門医の配置状況（参考資料①）  

【放射線治療専門医の配置状況】（2DO7年4月現在）  

神戸大  
県立が   学医学   近豊中  姫路赤十  国立姫  赤穂市  公立豊  県立淡  

関西労               んセン ター  部附属 病院  ンター中 央市民 病院  災病院  央病院  手痛院  路医療 センター  民病院  同病院  路病院   

学  4   4   0   0   2   0   E】本放射線腫瘍  

先端医療センター1  

神鋼病院1  

鐘紡記念病院1  

古寺西脇癌陵1   

市立伊丹病院1  

酉神戸医療センター1  

県立粒子線医療センター 2  

兵庫県予防医学協会健診センター1  

県立西宮病院1  

兵庫医科大学病院 3  

拠点病院以外の病院の配置状況  

27名（約5％）   

542名  

（東京都7了、大阪府4了、北海道33、神奈川県32、千葉県30に次いで兵庫県は第6位）県内合計  

全国会計  

＝ヒ学療法専門医の配置状況】（20D7年4月現在）  

神戸市  
県立が  神戸大 学医学   立医療セ   
んセン  関西労  近畿中  姫路赤十  国立姫  赤穂市  公立豊  県立淡  

災病院  央病院  宇宿院   セニ′ター   民病院  同病院  路病院   
ター  部附属 病院  ンタ 

会  2   2   0   0   0   0   D   0   0   0   日本臨床陸瘍学  

拠点病院以外の病院の配置状況  なし  

便京掛7、大阪和之、愛知県11、福岡県11、岐阜県9、岡山県9、宮城県7、神奈川県5、広島県5に次L、で兵匡県は1両立） 県内合計  4名（3・2％）  

全国合計  126名  

【日本がん治療認定堆積関連】（2DO7年7月現在）  

国立娃   県立が  神戸大 学医学  神戸市 立医療セ  関西労   近畿中  姫路赤十    赤穂市  公立豊  県立淡  

んセン ター  部附属 病院  ンター中 央市民 病院  災病院  央病院  字病院  路医療 センター  民病院  同病院  路病院   

定                                                   医緩楕暫定教育医   1Z   14   5   5   0   5   2   0   0   4   日本がん治療認  

尼崎医療生協病院1  

宝塚市立病院 2  

宝塚第一病院1   

県立加古川病院1  

姫路中央病院1   

新日録広畑病院 3  

県内合計  

全国合計  

西神戸医療センター 5  

国立病院機構神戸医療センター1  

隈病院 3   

先端医療センター1  

県立こども病院 2  

神鋼病院1  

社会保険神戸中央病院1  

兵庫匡租大学病院 41  

県立西宮病院 4   

合志病院1  

西宮協立脳神経外科病院1  

拠点病院以外の病院の配置状況  

118名（6．1％）   

1，937名   
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兵庫県がん診療連携協議会の活動状況（参考資料②）  

月  時   活 動 内 容（今後の予定も含む）   
平成19年2月28日  協議会設立に向けた意見交換（拠点病院の院長と兵庫県）   

耳蔵19年5月19日  第1回「協議会」開催   

亘成19年6月7日  第1回「幹事会」開催   

平成19年6月30日  第1回「研修・教育」部会開催   

平成19年7月7日  第1回「情報・連携」部会開催  

第1回「緩和医療」部会開催   

平成19年7月26日  第1回「がん登録」部会開催   

両売19年9月29日  第2回「協議会」開催  
外来化学療法セミナー開催（「研修・教育」部会主催）  

第2回「研修・教育」部会開催   

平蔵19年10月13日  がん登録推進セミナー開催（「がん登録」部会主催）   
平蔵19年10月27日  相談支援事業推進セミナー開催（「情報・連携」部会主催）  

第2回「情報・連携」部会開催   

亭碩19年11月10日  緩和ケア推進セミナー開催（「緩和医療」部会主催）  

第2回「緩和医療」部会開催   

平成20年2月16日  第2回「緩和ケア推進セミナー開催予定（「緩和医療部会主催）  ‾ 

可成20年3月1日  放射線治療に関するセミナー開催予定（「研修・教育」部会主催）   
亘壷20年3月13日  市民向けがん情報セミナー開催予定（「情報・連携」部会主催）   

【協議会委員（議長：県立がんセンター院長 幹事長：県立がんセンター参事）】  

・がん診療連携拠点病院長  

・協力病院長（兵庫医科大学病院、市立西脇病院、県立柏原病院）  
・兵庫県医師会長  

・兵庫県歯科医師会長  
・兵庫県薬剤師会長  

・兵庫県看護協会長  

・兵庫県放射線技師会長  
・兵庫県健康生活部長  
・患者団体代表  

・県立がんセンターの参事  

【協議会部会の担当業務】  

部 会 名   担 当 業 務   

修・教育」部会  ・抗がん剤治療等の専門医療人の養成  
・研修計画  

・診療支援医師の派遣調整   

報・連携」部会  ・情報提供  

・がん医療に関する情報交換  

・クリティカルパスの整備   

ん登録」部会  ・統計  
・県内のがん登録データ分析・評価   

禾口医療」部会  ・緩和医療、ホスピス等との連携体制   

【参 考】  

厚生労働省「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」  

○都道府県がん診療連携拠点病院は、都道府県の中心的ながん診療機能を担い、下記の機能を有すること。   
都道府県がん診療連携協議会を設置し、当該協議会は下記の事項を行う。  

①地域におけるがん診療連携体制等がん医療に関する情報交換を行うこと。  
②都道府県内の院内がん登録データの分析、評価等を行うこと。  
③都道府県レベルの研修計画、診療支援医師の派遣調整を行うこと。  
④地域連携クリティカルパスの整備を行うことが望ましい。  
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兵庫県がん診療連携協議会 幹事・部会長等名簿（平成19年7月26日現在 ※＝削部会長）  

病院名   幹 事   （Al研修・教育部会   は）憎蘭・連携部会   （C）がん登録部会’   （D） 績和医療部会  

部会長 小林 研ニ   部会長 高塚 雄一   部会長 駕見  宏   部会長 湯浅 志郎   

沖  由江  

関西労災病院   高塚 杜－ （B）   

（医療情報部長）   （医療情報部長）   （心療内科副部長）   

神戸大学医学部   杉村 和朋   南  博借（※）   丹生 健一   藤澤 正人   西村 善博   

附属病院   （放射線科教授）   （腫瘍内科特命教授）   （耳鼻咽喉・頭頚部外科教授）   （泌尿器科教授）   （呼吸器内科准教授）   

神戸市立医療センター   石原 享介   細谷 亮   稲  恒子（※）   高橋  畳   岩田 奈美   

中央市民病院   （副院長）   （外科部長）   （地域医療推進課長）   （呼吸器外書斗部長）   （がん痔病者穫鰐定看璃師）   

姫路赤十字病院   湯浅 志郎 （D）   佐藤 四三   大霜  章   山崎 よし子   北山 さゆリ  

（副院長）   （第一外科部長）   （企画情報課長）   （医事榛長）   く看穣係長）   

姫路医療センター   大歳 雅洋   丸田  力  川口 真嗣  出口 直孝  柴田 知里（※）  
（副院長）   （放射線科医長）   （経営企画室長）   （算定・病歴係長）   （副看護師長）   

赤穂市民病院   賛光  章   小野 成樹   中島 卓也   藤木 靖成   八杉 まゆみ  

（副院長）   （診療部長，消化器科部長）   （医事抹医事サービス係長）   （医療課診療情報管理士）   （主任者畔自制   

県立淡路病院   栗栖  茂   国東 ゆかリ   梅木 雅彦   関  誠   中野 ちはる  

（部長（地域医療連携担当））   （薬剤部次長）   （外科部長）   （総務部次長兼医事課長）   （看護師）   

公立豊岡病院   坪野 充彦   坪野 充彦   石岡 武男   林  和子   森本 七重  

（化学療法科部長）   （化学療法科部長）   （管理部次長）   （病歴管理呈・主任）   （総看韓部長）   

兵庫医科大学病院   島  博基   中野 孝司   佐藤 浩冶   秋山  治   福永 智栄  

（副院長）   （内科呼吸器・RCU科診療部長欄部  （ペインクリニック部肋教）   

腫蕪村診療部長・がんセンター長兼任”   

市立西脇病院   岩井 正秀   木村  充   徳岡 成美   水杉 連昭   戸島 和彦  

（副院長）   （医療技術局長）   （地域連携重量長補佐）   （医事課長）   （診療局長）   

県立柏原病院   藤原 澄夫   鹿島 孝子   山口 実時   村上 久直   古川 真弓  

（検査・放射線部長兼部長（医  （薬剤部次長）   （看護部次長）   （医事課長）   （看護師）   

療安全担当）・診療部外科部長）  

兵庫県健康生活部   鷺見  宏 （C）   渡追 克幸   渡追 究亭（※）   小林 誠（※）   渡連 克幸  

（疾病対策課長）   （疾病対策裸主査）   （疾病対策課主査）   （（財）兵庫県健康財団）   （疾病対策課主査）   

県立がんセンター   足立 秀治   西村 健一郎   黒木 みちる   村田 洋三   池垣 

（参事、医療情報部長）   （副院長、研究部長、学術  （看拝部次長）   （地域医療連携部長）   （繕和医療担当部長）  

委員会委員長）  
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兵庫県がん診療連携協詰会（※）「研修・教育」部会主催  

「外来化学療法セミチー」の開催  

1 目  的   

国の「がん対策推進基本計画」においては、重点的に取り組むべき課題の一つとして「放射線   

療法及び化学療法の推進」が挙げられ、その成果や達成度を計るために、「すべてのがん診療連   

携拠点病院において、5年以内に、放射線療法及び外来化学療法を実施できる体制整備」を「個   

別目標」としています。   

そこで、本協議会は、このたび、「外来化学療法」に関する最新事例の紹介や現状と課題の分   

析、上手な運営方法などの発表・意見交換を通じて、同療法部門の充実強化に資することを目的   

としたセミナーを開催する三ととしました。   

化学療法に従事する関係者の方々のご参加をお待ちししています。  

2 日  時   

平成19年9月29日（土）午後2時30分～5時  

3 場  所   

兵庫県私学会館（地図は裏面参照）4F大ホール  

〒650－0012 神戸市中央区北長狭通4丁目3－13  

TEL（078）331－6623 FAX（078）321－5968  

4 プログラム  

時間   項 目   演 題・発‘表 者   

1時間  演題：「腫癌内科と外来化学療法」  

（質疑  

応答   演者：南博信   

を含  （神戸大学医学部腫癌内科特命教授）   

む）   

1時間  パネルディスカッション   「各拠点病院における現状と課題」   

30分  座長：南 博信   ①神戸市立医療センター中央市民病院の事例  

（神戸大学医学部教授）   ②県立淡路病院の事例  

座長：細谷 亮   ③県立がんセンターの事例  

（神戸市立医療センター中  ④他の拠点病院の事例  

央市民病院外科部長）   ⑤全体討論   

（※）兵庫県がん診療連携協議会：国のがん診療連携拠点病院の整備指針に基づき、都道府県型がん診療連携拠  

点病院である兵庫県立がんセンターに設置した協議会です。本県のがん診療  

連携拠点病院、県医師会等の関係校閲、患者全代表で構成しています。  
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兵庫県がん診療連携協議会（※）「がん登録」部会主催  

「がん登録推進セミナー」の開催  

1 目  的   
国の「がん対策推進基本計画」において、重点的に取り組むべき課題の一つとして「がん登録   

の推進」が挙げられ、がん登録に関する各取組例を情報提供するなどして、がん登録を着実に実   
施していくことが求められています。   

そこで、本協議会は、このたび、地域がん登録及び院内がん登録の専門家の先生をお招きしし   
て、がん登録の役割や院内がん登録の推進に関する留意事項等を学ぶことを通じて、本県のが   

ん登録の推進に資することを目的としたセミナーを開催することとしました。  

がん診療を行っている医療機関の関係者の方々のご参加をお待ちしています。   

2 日  時   

平成19年10月13日（土）午後2時から4時   

3 場  所   

兵庫県医師会館大会議圭（地図は裏面参照）  

〒65卜8555 神戸市中央区磯上通6一卜11  

TEL（078）23ト4114 FAX（078）231－8111   

4 プログラム  

時間   項 目   発 表 者 等   

50分  基調講演1  演題：「地域がん登録の役割と機能」  

（質疑  

応答  座長：鷲見宏  演者：岡本直幸氏   

を含   （兵庫県健康生活部   （神奈川県立がんセンター臨床研究所   

む）   健康局疾病対策課長）   がん予防・医療情報研究部門長）  

（地域がん登録全国協議会理事長）   

50分  基調講演2  演題：「院内がん登録の推進に関する留意事項」  

（質疑  

応答  座長：和田安彦  演者：猿木信裕氏   

を含  （関西労災病院  （群馬県立がんセンター手術部長・がん登録室長）   

む）  医療情報部長）  

20分   意見交換・討論  

司会進行：小林誠  演者と会場参加者による意見交換・討論   

（兵庫県健康財団  

がん登録課長）  

（※）兵庫県がん診療連携協議会：国のがん診療連携拠点病院の整備指針に基づき、都道府県型がん診療連携  

拠点病院である兵庫県立がんセンターに設置した協議会です。本県のがん  

診療連携拠点病院、県医師会等の関係機関、患者全代表で構成しています。  
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相談支援に関する医療従事者向けセミナー  

平成19年10月27日（土）14：30～17：00  1 日  時  

兵庫県私学会館 4F 大ホール（別添地図をご参照麻います）   

〒650－0012 神戸市中央区北長狭通4－3－13  

2 場  所  

3 プログラム  

時間   項  目   発 表 者 等   

60分  【第1部】   演題：「がん診療連携拠点病院の役割と機能」   

（質疑   基調講演  （緩和ケテ、医療連携を中心に）   

応答を  演者：谷水 正人氏 

含む）  座長：高塚雄一  （独立行政法人国立病院機構四国がんセンター  

（関西労災病院副院長）  外来部長）  

演題：「相談支援センターの役割と機能」  

（具体的な事例を中心に）  

演者：菊内 由貴氏  

（独立行政法人国立病院機構四国がんセンター  

がん看護専門看護師）   

30分  【第2部】   ○ 総合病院の現状1（近畿中央病院）  

現状報告  古川妙子（看護師長）  

（1病院10分×3病院）  

富田事典（メディカルソーシャルワーカー）  

司会：渡追克幸  

（兵庫県健康生活部健康局  

疾病対策課主査）   橋口 周子（がん看護学修士課程修了者）   

60分  【第3部】  

意見交換・討論  

○ 演者と会場参加者による意見交換・討論   

司会：梅木雅彦  

（兵庫県立淡路病院  

外科部長）  
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日 時 平成19年11月10日（土）  

14：30－17：30  
場 所 神戸大学医学部 6F大講義室一  
次 第  

（1）基調講演14：30－15：20   
サ・・★  



第200700120098号  
平成19年10月 31日  

厚生労働大臣 様  

鳥取県知事  

がん診療連携拠点病院の指定に係る推薦について（通知）   

このことについて、がん診療連携拠点病院の整備に関する指針（平成18年2月1日付  

健発第0201004号）に基づき、推薦意見書及びその他関係書類を添付の上、下記の  

医療機関を推薦します。  

記  

1都道府県がん診療連携拠点病院   

国立大学法人鳥取大学医学部附属病院（新規指定）  

2 地域がん診療連携拠点病院   

鳥取県立厚生病院（指定更新）   

独立行政法人国立病院機構米子医療センター（指定更新）  

担 当  

医療政策課 谷本  

電  話：0857－26－7172  
ファクシミリ：0857－21－3048  

電子メール：tanimotorD＠pref．tottori．jp  
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